
 

 

平成 26 年 11 月 25 日 

各   位 

 

会 社 名 株式会社 ヤ ガ ミ  

代 表 者 名 代表取締役社長 小林 啓介 

コード番号 ７４８８ 名証第２部 

問 合 せ 先 経営管理本部長 長谷川 和久 

            (℡ 052-951-9251) 

 

平成 27 年４月期第２四半期累計期間(連結・個別)業績予想と実績との差異 

および通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 平成 26 年５月 27 日に公表いたしました平成 27 年４月期第２四半期累計期間(平成 26 年４月 21 日～平成

26 年 10 月 20 日)の連結業績予想および個別業績予想と実績との間に差異が発生しましたので、下記の通り

お知らせいたします。 

 また、第２四半期累計期間の業績を踏まえ、平成 27 年４月期通期(平成 26 年４月 21 日～平成 27 年４月

20 日)の連結業績予想および個別業績予想につきまして、下記の通り修正いたしましたのでお知らせいたし

ます。 

 

記 

 
１. 第２四半期累計期間業績予想と実績との差異 

平成 27 年４月期第２四半期累計期間 連結業績予想との差異(平成 26 年４月 21 日～平成 26 年 10 月 20 日) 

 
売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想 (Ａ) 3,643 393 406 240 44.26 

今回発表実績 (Ｂ) 3,928 535 541 332 61.36 

増 減 額 (Ｂ-Ａ) 285 142 135 92 － 

増 減 率   (％) 7.8 36.3 33.4 38.6 － 

(ご参考)前期第２四半期実績 

(平成 26 年４月期第２四半期) 
3,631 404 417 233 41.17 

 

平成 27 年４月期第２四半期累計期間 個別業績予想との差異(平成 26 年４月 21 日～平成 26 年 10 月 20 日) 

 
売上高 経常利益 四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想 (Ａ) 2,720 361 208 36.63 

今回発表実績 (Ｂ) 2,909 423 270 49.91 

増 減 額 (Ｂ-Ａ) 189 62 62 － 

増 減 率   (％) 7.0 17.4 30.1 － 

(ご参考)前期第２四半期実績 

(平成 26 年４月期第２四半期) 
2,771 354 201 35.52 

 

 

 

 

 



 

 

２. 通期業績予想の修正 

平成 27 年４月期通期 連結業績予想の修正(平成 26 年４月 21 日～平成 27 年４月 20 日) 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想 (Ａ) 7,530 820 833 478 88.16 

今回修正予想 (Ｂ) 7,800 960 970 575 106.05 

増 減 額 (Ｂ-Ａ) 270 140 137 97 － 

増 減 率   (％) 3.6 17.1 16.4 20.3 － 

(ご参考) 前 期 実 績 

(平成 26 年４月期) 
8,642 1,220 1,240 706 124.55 

 

平成 27 年４月期通期 個別業績予想の修正(平成 26 年４月 21 日～平成 27 年４月 20 日) 

 
売上高 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想 (Ａ) 5,685 725 416 73.39 

今回修正予想 (Ｂ) 5,800 775 470 86.68 

増 減 額 (Ｂ-Ａ) 115 50 54 － 

増 減 率   (％) 2.0 6.9 13.0 － 

(ご参考) 前 期 実 績 

(平成 26 年４月期) 
6,813 1,138 653 115.25 

 

３．差異の理由 

当第２四半期累計期間の連結および個別業績につきましては、国・自治体による学校校舎耐震化や改修工

事、ＡＥＤ買換え需要の活発化、アジア地域を中心とした滅菌器の拡販等の理由により、売上・利益とも当

初の予想を上回りました。 

また、平成 27年４月期通期の連結および個別業績予想につきましては、第２四半期累計期間の業績を踏ま

え、上記の通り修正いたします。 

 

※本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があり

ます。 

 
以上 


